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教壇実習における実習生の学び























































3･ 2017 年 11 月 27 日現在、cinii の論文検索窓に「日本語教育実習」と入力すると、全体で














第･1･回 ･4 月･ 6 日･（木） オリエンテーション／日本語教授法の変遷･
第･2･回 ･4 月･13 日･（木） 日本語教育概論－シラバス・デザインと教授法･
第･3･回 ･4 月･20 日･（木） 日本語教育概論－文型の導入と展開方法例･
第･4･回 ･4 月･27 日･（木） 日本語教育概論－音声・聴解・会話指導法･
第･5･回 ･5 月･11 日･（木） タスクの設計
第･6･回 ･5 月･18 日･（木） 教室活動 1 初級
第･7･回 ･5 月･25 日･（木） 教室活動 2 中級／教壇実習オリエンテーション・グループ分け
第･8･回 第 1 回アクティブラーニング（課題：教材研究）
第･9･回 ･6 月･ 1 日･（木） 教壇実習授業のシラバス作成 1
第10回 ･6 月･ 8 日･（木） 教壇実習授業のシラバス作成 2
第11回 ･ 第 2 回アクティブラーニング（課題：教案作成）
第12回 ･6 月･15 日･（木） 模擬授業 1
第13回 ･6 月･22 日･（木） 模擬授業 2･
第14回 ･6 月･29 日･（木） 模擬授業 3･





7 月 11 日（月）～ 7 月 14 日（金）
1 限：班別実習、2 限：班別実習、




きるだけ機能するような授業設計を心掛けた。実習準備の時期は、表 1 の 6 月あ
たりからで、実習授業のテーマ、シラバスを決めるための議論がなされた。実習





































































　実習授業は、通常 1 コマ 90 分で行われる授業を 45 分ずつに分け、1 日当たり
45 分の授業を午前中に 4 コマ、実習生が入れ替わりで行い、5 日間で計 20 コマ
提供することとした。実習生は 9 名で、5 日の間に 1 人当たり 2 ～ 3 回の授業を
担当することになった。また、9 名の実習生を A・B の 2 班に分け、実習 1 日目・
3 日目を A 班が、2 日目・4 日目を B 班が担当し、最終日 5 日目は A・B 混合とした。
授業は 5 つのテーマで行い、各班で話し合って、1 日の中の 4 回の授業内容が一
貫性を持つようにした。5 日間の流れは、授業を受ける学生の学習リズムに配慮














い、個々の留学生にチラシを渡し、教室掲示も行った。募集期間は 6 月 28 日を





































話 し ま し ょ
う「 あ な た の
国 の 美 容 院
は？」
【担当 A3】










































































































　教壇実習では、9 名の実習生により、5 日間 20 コマの日本語教室の運営が行わ

































め、最終的な振り返りレポートの提出時に成果物の 1 つとして e ポートフォリオ
へ提出された。
3．7　改善
　教壇実習は、表 3 の通り、1 人 2 ～ 3 回行われた。昨年の 2016 年度は 15 名の
履修で 20 コマの授業を行ったため、1 人 1 回しか授業が行えない場合もあり、該
当学生からは、1 回のみでは失敗した部分の改善ができず複数回行いたかったと














































めて実践をした実習生は概ね 1 ないし 2 の回答値が多かった。









 表４は、実習生の 5 段階評価回答の項目別集計結果である。この表から「⑨授業担当
者全員がよく協力して授業準備ができた」という項目の平均値が 4.4 と最も高く、「⑧学
生自身が自分で話したい内容を決めて話す機会を多く作ることができた」という項目の









 次に、各実習生は 2 回の実践を行ったので、1 回目と 2 回目の①～⑪の自己評価合計
値を比べてみる。 












① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪
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E-portfolio Practicum Records and Self-Assessment
DATE Hiroko, FUJIMORI Hiroko
Key Words:	Japanese-language	teacher	training,	collaborative	learning,	reflection,
 awareness, team teaching
This paper is an investigation based on the results of end-of-term reports from a 
teacher education course. The practicum students of the course comprised native and 
non-native	speakers	of	Japanese,	with	varying	levels	of	Japanese-language	proficiency,	
teaching ability, and knowledge of Japanese-language teaching. The format of the 
practicum was consistently autonomous, as they were asked to collaboratively organize a 
Japanese-language summer program, doing everything from planning to implementation 
and	reflection.	The	practicum	students	actually	taught	 international	students	who	were	
studying	Japanese	at	the	school.	Results	of	the	reflections	and	self-assessment	recorded	in	
the practicum students’ e-portfolios showed that the learning experience of collaboratively 
preparing and improving the curriculum was most important to them, and managing 
interactions to encourage learners to speak out on the topic selected by themselves was 
most difficult. Based on the largely positive post-lecture learner survey feedback, it 
would seem that the practicum students were able to adjust their teaching by consistently 
observing the situation in terms of learner speech and task productivity.
